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全体計画別葉作成ツール 使用方法 

 本システムを開くとき，最初に設定が必要です。セキュリティ警告のコンテンツの有効化をクリックします。 

 
       【コンテンツの有効化】をクリック 

 

次のようなトップ画面が表示されます。 

 
 

① 学校名の記入 

 「トップ画面」の①の部分に学校名を入力してください。 

→ 例：○○市立あかつき中学校 

 

② 指導計画表の作成 

「トップ画面」の②のボタン【指導計画表の作成】をクリックすると，以下のような画面が表示されます。 

最初に「中学生の道徳」に沿った内容項目，教材名が入力されています。必要に応じて変更・編集してください。 

 

 
 

① 学校名の記入 

② 指導計画表の作成 

③ 教科書を選択 

⑤ 月次マトリックスを 

 開く 

⑥ 関連早見表の 

 作成/更新 

⑦ 横断的計画表の 

 作成 

⑧ 編集可能な 

 横断的計画表の作成 

ファイルを終了するとき

に使用します。自動で

上書き保存されます。 

（※１年生用の画面です。） 

nenn 

 

1 

 

授業で扱う内容項目を， 

プルダウンメニューから選択 

選択した内容項目に対応する 

教材を入力 

最後に【設定完了】をクリック 

この逆三角（▼）マークをクリックし、プルダウンメニューを表示する。 

④ 各教科の関連マーク入力用シート 
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③ 教科書選択 

「トップ画面」の③のボタン【教科書を選択】をクリックすると，以下のような画面が表示されます。 

 

お使いの教科書の教科書会社名の横にチェック（「・」印）を入れて，【決定】をクリックしてください。 

 

 

④ 各教科の関連マーク入力 

「トップ画面」の④の各教科のボタンをクリックすると，各教科等の関連マーク入力用シートが表示されます。次の

ページのア)～カ)を参照の上，国語以下の各教科等の入力用シートに関連マークを入力し，すべてのシートを完成

させてください。すべてのシートが完成したあと「トップ画面」に戻ってください。 

あらかじめ，一例として関連項目に「○」「△」が入力されています。指導計画に応じて，加工・修正をしてください。 

※ 各入力用のシートの最上部に“Top”シートに戻るためのボタンが配してあります。 

 

「教科書選択フォーム」

が表示されます 

(1) 教科書会社名の左横にあるチェックボ

ックスをクリックすると，「・」印が表示され

ます。 

(2) 各教科の教科書を選択したら，最後

に【決定】をクリックしてください。 

教科書を選択することで，あらか

じめ設定されている単元名等が

使用できます。 

ココにチェックを入れる 

各シートへの関連マー

ク入力は，全教師が協力

して行う作業となりま

す。道徳教育推進教師が

入力の説明を行う場合

は下のア）～カ）を必ず

周知してください。 
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ア） まずはじめに，単元・学習内容の月次配列を，各学校の指導計画に応じて加工・修正してください。 

イ） 関連マークは，教育内容そのものが関わる場合に「○」を，学習態度などが関わる場合に「△」をそれぞれ入

力してください。 

ウ） 単元・学習内容の記入が無い行に関連マーク「○」・「△」を入力すると，赤色で警告が表示されます。 

エ） 一度入力した関連マークを消去するには，その消去したいセルを選択し，キーボードの『Delete』キーを押し

てください。 

オ） 関連マークは「○」・「△」合わせて，一行につき最大１０個まで入力が可能です（１１個以上入力すると赤色で

警告が表示されます）。 

カ） ひと月あたりの単元・学習内容は，最大４個まで入力可能です。 

 

⑤ 月次マトリックスの作成 

すべての入力用シートが完成しましたら，月次マトリックスは完成しています。確認する場合は「トップ画面」の⑤

のボタン【月次マトリックスを開く】をクリックしてください。 

「月次マトリックス」のシートが表示されます。 

 
※ この月次マトリックスは加工・編集ができません。ご注意ください。 

 

⑥ 関連早見表の作成 

すべての入力用シートが完成しましたら，「トップ画面」の⑥のボタン【関連早見表を作成／更新】をクリックし，関

連早見表を作成してください。※ 必ずすべての入力用シートを作成してから，作業を行ってください。 

クリック後は次のようなシート「関連早見表」が表示されます。 

 

 

※この関連早見表は加工・編集ができません。ご注意ください。 

 

⑦ 横断的計画表の作成 

 「トップ画面」の⑦のボタン【横断的計画表を作成／更新】をクリックして，横断的計画表を作成してください。 

 ※必ず④までの作業を終了させてから行ってください。 

 

 

その月における，各教育活動と関連する主な道徳の

内容項目をひと目で確認したい場合は関連早見表を

ご参照ください。「○」や「△」の重なりを見ながら

重点項目を考慮し，月次ごとの道徳の指導計画をじ

っくり検討したい場合は月次マトリックスをご参照

ください。 

できあがった横断的計画表の

「各教科と道徳の内容との関わ

り」の単元・学習内容には，その

月に使用する教材と関連するも

のが表示されます。 

関連マークの多い上位３個（同数の場合は４個以上）の内容項目が表示されます。なお，この欄には最大８個までし

か表示できませんので，８個表示されている（９個以上の可能性がある）場合は月次マトリックスでご確認ください。 
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⑧ 編集可能な横断的計画表の作成 

 横断的計画表を自由に加工・編集する際には，「トップ画面」にある⑧のボタン【横断的計画表を自由に編集】をク

リックしてください。 

クリック後，以下のような画面であることを確認してください。 

 

【画面を隠す】のボタンをクリックすると，「トップ画面」を閉じることができます。 

※再度，「トップ画面」を表示する場合は，画面上に出ている【画面を元に戻す】を 

 クリックしてください。 

この状態のブック（新規ファイル）では，自由に加工・編集ができます。加工・編集作業を行った後は，必ずファ

イル名を付けて保存してください。 

このファイルは印刷範囲が設定されていません。印刷する際には，お使いのプリンタに則した印刷範囲の設

定を行ってください。 

なお，今まで作業を行っていた全体計画別葉作成ツールのファイルは，開いたままの状態になっていますの

で，保存せずに閉じる 等の誤操作には十分にご注意ください。 

 

 

 

 
 

 

※ 画像は開発中の画面であり，実際にお手元にあるファイルの画面と異なる可能性があります。 

また，お使いのパソコン環境によっても，表示画面や設定が異なる可能性があります。ご了承ください。 

※ 当社は，本システムのご使用によるいかなる結果や損害においても一切の責任を負いかねます。 

Excelの新規ブック（新しいファ

イル）であることを示すファイル

名「Book1」と表示されているの

を確認してください。 
 

※２回，３回と，この作業を実行する

と，ファイル名が「Book2」「Book3」

と変わっていきます。 

この機能（編集用ブックの作成）はこんな時に便利です。 

・内容項目は同じだが，教材名を変更したい。 

・関連する各教科の単元・学習内容がスペースに入りきらなかったので，列幅を調整したい。 

・入力用シートで入りきらなかった各月の単元・学習内容を付け加えたい。（例：４月の学校行事

が５個以上ある場合など） 


